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いよいよ運動会の練 習が始まります。暑い夏も過ぎ 涼 く
うんどうかい れんしゅう はじ あつ なつ す すずし

なり始めたとはいえ，外の日差しは強く暑い日が続いています。
はじ そと ひ ざ つよ あつ ひ つづ

子どもたちの体 力の消 耗も激しく，疲れやすくなるでしょ
こ たいりょく しょうもう はげ つか

う。運動会で 力 を出し切るためにも，家庭での食生活に気
うんどうかい ちから だ き かてい しょくせいかつ き

をつけましょう。

毎年９月は，厚生労働 省 が定める「健康増進普 及 月間」および「 食
まいとし こうせいろうどうしょう さだ けんこうぞうしん ふ きゅうげっかん しょく

生活改善普 及 運動月間」です。健康な 心 と 体 をつくるためには， 食 生
せいかつかいぜん ふ きゅううんどうげっかん けんこう こころ からだ しょくせい

活を 整 えることが 重 要です。日ごろの 食 生活を振り返り，できることか
かつ ととの じゅうよう ひ しょくせいかつ ふ かえ

ら取り組んでみませんか？
と く

しょくせいかつ けんこう

つ き み たの

【今年の十五夜は９月１７日です。】

秋の 行 事といえば、「お月見」です。 旧 暦８月 15 日の 十 五夜は「 中 秋 の名月」
あき ぎょう じ つき み きゅうれき つき にち じゅう ご や ちゅうしゅう めいげつ

と呼ばれ、夜空に浮かぶ月を眺めながら、 収 穫に感謝してお祝いする風 習 がありま
よ よ ぞら う つき なが しゅうかく かんしゃ いわ ふうしゅう

す。中 秋 の名月は、別名で「芋名月」ともいい、里いもをお供
ちゅうしゅう めいげつ べつめい いもめいげつ さと そな

えしたり、里いも 料 理を食べたりする 習 慣もあります。また、
さと りょう り た しゅうかん

お月見に欠かせないのが、お米から作る月見団子です。地域に
つき み か こめ つく つき み だん ご ち いき

よって異なり、満月を見立てた丸い 形 や、里いもの 形 のもの
こと まんげつ み た まる かたち さと かたち

など、さまざまです。

ここ数年、地震や豪雨などの大規模災害が全国各地で発生してい
すうねん じ しん ごう う だい き ぼ さいがい ぜんこくかく ち はっせい

ます。新型コロナウイルスの影 響 で、マスクや 消 毒液が店頭から消
しんがた えいきょう しょうどくえき てんとう き

えたことは記憶に 新 しいですが、災害が起こると、被災地はもちろ
き おく あたら さいがい お ひ さい ち

ん、その他の地域でも 流 通が 滞 り、生活に必要な物が手に入りにくくなります。日
た ち いき りゅうつう とどこお せいかつ ひつよう もの て はい ひ

ごろから、自分（家族）の 命 は自分で守るという「自助」の意識を持つことが大切で
じ ぶん か ぞく いのち じ ぶん まも じ じょ い しき も たいせつ

す。 命 を守るために水と 食 料 品は必需品です。災害が起こった時を想定し、電気
いのち まも みず しょくりょうひん ひつじゅひん さいがい お とき そうてい でん き

・水道・ガスといったライフラインの復 旧 や、行 政などからの支援が届くまでに必要
すいどう ふっきゅう ぎょうせい し えん とど ひつよう

とされる３日分～１ 週 間程度の備蓄 食 を用意しておきましょう。
ぶん しゅうかんてい ど び ちくしょく よう い




